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１ 背景.・目的 

全世界で発生するⅯ６以上の地震の２０％が日本で

発生している。建物固有の振動周期と地震の周期が一

致した時に家屋倒壊の被害が増大している。家屋の固

有振動で有効に機能する免震装置の開発をすることが

本研究の目的である。 

2 実験装置及び方法 

 
３ 実験 

 固有周期の測定 

 下記の A～Dの４パターンで実験した 

 

 

 

 

 

  A・Bでは倒壊時の振動周期を固有周期とした 

 

 

 

 

 

 

 

  C・Dは倒壊しないように側面を補強した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：固有周期と固有振動の逆数の関係 

 パターン A～Dをまとめた表を記す 

 

 

免震装置の効果測定 

 今回はパターン Cで実験を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４センサーで基礎部と家屋部の揺れのずれを観測 

４ 考察 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 
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